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このように，重量コンクリートは建築構造物に多く用いられているが，2011 年 3 月に発
生した東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故以降，特に東日本方面での使用が
増えている。その用途としては，事故により発生した放射能の拡散による汚染物質の格納
容器もその一つである。放射能は原子力発電所施設だけではなく，地下水や雨水，広範囲
に亘り土壌などを汚染し，その影響は近隣の地域に留まらず，関東にまで及んでいる。そ
のため，それら汚染水や汚染除去作業などで発生した土砂あるいは建造物の瓦礫などを長
期に渡り封じ込め処理として保管し，放射線を遮蔽する施設の設置が急務となっている。
これらの処理には，低レベル放射性廃棄物処分のための浅地中トレンチ処分，ピット処分，
余裕深度処分，高レベル放射性廃棄物処分のための地層処分などがあり，遮蔽性能を有す
るコンクリートの適用が検討されている。特に，最終処分までの間は放射性物質を一時保
管する必要があり，そのための放射線格納容器の検討もなされている。なお，一般的に格
納容器とは原子炉格納容器を指すが，本論文においては，一時保管のための放射線格納容
器についても格納容器と称する。 
以上のように，放射線の遮蔽性能に優れる重量コンクリートは，建築構造物に多く使用
されているほか，その重量特性から消波ブロック，防波堤，貨物船のバランスウエイトな
どにも用いられている。しかし，高密度としての特性値や施工法に関する研究はなされて
はいるが，コンクリートの耐久性に関する研究はあまり見られない。また，放射線遮蔽性
能の研究では，X線源を用いるため，現場にて安全で簡易に計測する方法については課題が
有る。 
そこで本研究では，重量コンクリートの放射線遮蔽能について簡易評価できる試験方法
の検討と，耐久性に関わる物質移動抵抗性について，遮水性能として透水試験を用いて評
価した。また，乾燥収縮などによるひび割れからの汚染物質の漏えいを防ぐためのひび割
れ自己治癒性能についても検討を進めた。なお，本研究における遮蔽性能とは，放射線遮
蔽性能のほかに，遮水性能や，ひび割れからの漏水などを防ぐ自己治癒性能についても含
めるものとする。また，構造的にひび割れが発生すると，そこからの汚染物の漏えいや耐
久性が低下するため，耐荷性能の検討も進めた。 
